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第 31回 

認定看護師（CN）認定審査 

 

『認定の手引き』 
 

下記いずれの方も、この手引きをご確認の上、申請ください。 

● A課程認定看護師教育機関（特定行為研修を組み込んでいない）修了者 

● B課程認定看護師教育機関（特定行為研修を組み込んでいる）修了者 

＜日程＞ 

申請期間： 

2023年 8月 1日（火）10：00 ～ 8月 10日（木）15：00 

 
履歴書提出期間： 

2023年 8月 1日（火）10：00 ～ 8月 10日（木）15：00 

 

 

2023年 7月 5日 

公益社団法人 日本看護協会 

 

●2023年8月5日（土）～8月20日（日）の期間中は、日本看護協会ビル（原宿）の空調設備等更新大規模工事に 

伴う休館のため、 お電話・メール等によるお問い合わせには対応できません。 

  詳細はこちらをご確認ください https://www.nurse.or.jp/attention-20230619.html 

 

●3制度の申請等に関することについては「手引き」ならびに「チャットボット（資格認定制度に関するお問い合わせ)」

をご活用ください https://www.nurse.or.jp/nursing/qualification/ 

https://www.nurse.or.jp/attention-20230619.html
https://www.nurse.or.jp/nursing/qualification/


認定看護師（CN）認定の手引き 

 

 



認定看護師（CN）認定の手引き 

 

【目次】 

1 第 31回認定看護師（CN）認定審査 実施概要 1 

1-1 認定審査について ······················································································································ 1 

1-2 2023年認定看護師認定審査日程の概要 ························································································ 1 

 

2 受験資格 2 

2-1 受験資格·································································································································· 2 

 

3 申請手続き 3 

3-1 申請の手順 ······························································································································ 3 

3-2 提出物一覧 ······························································································································ 4 

 

4 個人情報登録・審査申請・履歴書の提出 5 

4-1 審査申請、修了証画像・履歴書提出期間 ·························································································· 5 

4-2 申請準備·································································································································· 5 

4-3 『資格認定制度 審査・申請システム』へのアクセスと個人情報登録・編集 ················································ 6 

4-4 審査申請································································································································ 14 

4-5 履歴書の提出 ························································································································· 18 

4-6 審査料の振込 ························································································································· 21 

4-7 申請の取下げ ························································································································· 21 

 

5 受験資格有無の結果確認と受験票の印刷 22 

5-1 受験資格有無の結果確認 ·········································································································· 22 

5-2 受験票の印刷 ························································································································· 23 

5-3 受験準備································································································································ 24 

 

  



認定看護師（CN）認定の手引き 

 

 

6 筆記試験 25 

6-1 日時 ······································································································································ 25 

6-2 試験会場 ································································································································ 25 

6-3 方法 ······································································································································ 25 

6-4 出題範囲 ································································································································ 25 

6-5 当日の持参物 ·························································································································· 26 

6-6 受験の注意事項 ······················································································································· 27 

6-7 合格基準 ································································································································ 27 

 

7 審査合否の確認と認定料の振込 28 

7-1 審査合否の確認 ······················································································································· 28 

7-2 認定料の振込 ·························································································································· 29 

 

8 登録内容の確認と情報公開の設定 31 

8-1 登録内容の確認と情報公開の設定 ······························································································· 31 

 

9 認定証等の受領 34 

9-1 認定証の受領について ·············································································································· 34 

 

10 その他の事項 35 

10-1 審査に関する情報開示 ·············································································································· 35 

10-2 個人情報保護方針 ···················································································································· 36 

10-3 問合せ ··································································································································· 36 

 

（別添 1）再受験について 37 

 

（別添 2）認定看護分野名一覧 38 

 

（参考資料）特定看護分野の実務研修内容の基準 39 

 

（参考資料）公益社団法人日本看護協会 認定看護師制度規程 45



 

 

 



認定看護師（CN）認定の手引き 

 

1 

1 第31回認定看護師（CN）認定審査 実施概要 

1-1  認定審査について 

1） 目的 

各認定看護分野において熟練した看護技術と知識を持ち、3つの役割（実践・指導・相談）を果たすこ

とができる能力を有しているかを審査する。 

2） 審査の内容 

認定看護師(CN)として必要な能力について審査し、合否を判定する。 

 

1-2  2023年認定看護師認定審査日程の概要 

日程 申請者 
参照 

ページ 

8月 1日（火）10：00から 

8月 10日（木）15：00まで 

審査申請・認定看護師教育機関の修了証画像の提出 

審査料の振込 
P.14～21 

履歴書の提出 P.18～20 

試験会場の確定 

※申請時点の住所で試験会場が決定します。 
P.25 

審査料の振込確認後から 

10月 4日（水）まで 

過去問題のダウンロード・閲覧 

※過去問題と併せて記載された「受験者の課題」を必ず確認

し、受験の準備をしてください。 

※振込確認後：審査料の振込後、2～3営業日中に入金確認を

行います。 

P.24、35 

9月 5日（火）11：00～ 
受験票の印刷（直筆署名） 

試験会場の確認 
P.23～25 

10月 4日（水） 筆記試験 P.25～27 

12月 18日（月）15：00（予定） 審査合否の確認 

P.28～30 
12月 18日（月）～ 

1月 5日（金）15：00まで 
認定料の振込 

2024年 1月（予定） 氏名・施設名の公開／非公開の登録 P.31～33 

2024年 2月下旬以降 認定証の受領 P.34 

 ＜審査申請の受理について＞ 

・ 日本看護協会は、審査申請と審査料の振込の確認をもって、申請を受理する。 

・ 期日までに審査料の振込が確認できない場合、審査申請を取下げたものと見なす。 

＜受験資格有無の確認と筆記試験の実施について＞ 

・ 日本看護協会は、申請受理後、履歴書に基づき、申請者の受験資格の有無を確認する。 

・ 期日までに履歴書の提出がない場合は、書類不備として不合格とする。 

・ 受験資格を有することが確認できた者に対し、筆記試験を実施する。 
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2 受験資格 

2-1  受験資格 

認定看護師（CN）認定審査を受験する者は、2023年8月申請時点において、次の各項に定める資

格をすべて満たしていなければならない※。 

 

 

1） 日本国の看護師免許を有すること。 

 

 

2） 看護師免許を取得後、通算5年以上の実務研修を受けており、そのうち通算3年以上は特定の認定

看護分野における実務研修であること。 

 

 

3） A課程認定看護師教育機関若しくはB課程認定看護師教育機関又は外国においてそれらと同等と認

められる教育を修了していること。 

 

 

 

●A課程認定看護師教育機関、B課程認定看護師教育機関について● 

【A課程認定看護師教育機関（以下、A課程）】 

保健師助産師看護師法第37条の2に規定されている特定行為研修（以下、「特定行為研修」）を教育課程に組

み込んでいない認定看護師教育機関 

 

【B課程認定看護師教育機関（以下、B課程）】 

特定行為研修を教育課程に組み込んでいる認定看護師教育機関 
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3 申請手続き 

3-1  申請の手順 

 

 『資格認定制度 審査・申請システム』にアクセス 

 する。 

 個人情報を登録・編集する。 

 看護師免許証画像をアップロードする。 

 

 

 審査申請情報を入力する。 

 認定看護師教育機関の修了証画像をアップロード 

 する。 

 

 

 

 審査料を振り込む。 

 

 

 

 

 

 システム上で履歴書を作成・提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

申請準備： 
個人情報の登録・編集（P.5～13） 

1.審査申請・修了証画像の提出 

（P.14～17） 

3.履歴書の提出（P.18～20） 
 

2.審査料の振込（P.21） 
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3-2  提出物一覧 

『資格認定制度 審査・申請システム』上での作成・提出が必要な審査情報は以下のとおり。 

 

※特定行為研修修了者のみ提出（認定看護師制度規程第30条第5項に基づき、認定審査合格後B課程認定看護師

名簿に登録します）。複数所有している場合は、共通科目修了時の修了証をアップロード。 

※再受験とは、過去に一度でも認定看護師（CN）の認定審査に申請をしたことがある受験者が、今回同じ分野で再

度申請することを指します。 

※再受験者の申請の手順及び必要な提出物は新規申請者と同じです。ただし、「前年度欠席再受験」の方は、審査

料と履歴書の提出は不要です。自身が「前年度欠席再受験」に該当するかどうかは、「（別添1）再受験について」

(P.37)を確認すること。 

 

 

●改姓の証明について● 

改姓により、審査申請する姓と、看護師免許証または認定看護師教育機関の修了証に記載されている 

姓が異なる場合は、改姓に関する証明書を提出する必要がある。 

該当する場合は、改姓の前後の姓が両方とも記載されている証明書（戸籍抄本、運転免許証[表面と裏

面]、パスポートの該当ページのコピー等）を提出すること。 

※該当しない方は提出不要です。不要な書類は提出しないでください。 

 

提出期限：2023年8月10日（木）消印有効 

送付先：〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-8-2 

公益社団法人日本看護協会 認定部 CN認定審査係 

送付方法：申請ID・申請氏名を明記の上、配達の記録が残る方法（簡易書留または特定記録郵便等）で 

郵送する。 

提出物 
A課程認定看護師 

教育機関修了者 

B課程認定看護師 

教育機関修了者 
参照ページ 

看護師免許証注） ○ ○ P5、9 

認定看護師教育機関の修了証注） ○ ○ P5、15～17 

特定行為研修修了証注） ※ － P.5、15～16 

履歴書 ○ ○ P.18～20 
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4 個人情報登録・審査申請・履歴書の提出 

4-1  審査申請、修了証画像・履歴書提出期間 

2023年8月1日（火）10：00 ～ 8月10日（木）15：00 

 

※期間内に提出を完了してください。 

※期限を過ぎての審査申請及び履歴書の提出は受け付けません。 

※審査申請を期間内に行っていても、履歴書の提出が完了していない場合、受験することはできませ 

ん。 

 

4-2  申請準備 

●看護師免許証等の画像化について● 

申請時には、看護師免許証・教育機関の修了証・特定行為研修修了証（該当者のみ）の原本のカラー

の画像データをアップロードする必要がある。 

※申請前に、看護師免許証等の原本の画像データ（カラー）をデジタルカメラ・携帯端末等で撮影 

する。ファイルの形式は、JPG・JPEG・GIF・PNGとする。 

 

以下について、明確な画像データ 

・看護師免許証：氏名・免許番号 

・教育機関の修了証：氏名・教育機関名・修了年月日 

・特定行為研修修了証：氏名、指定研修機関名、修了年月日、修了した特定行為区分* 

※看護師免許証は氏名・免許番号が読み取れる画像データであること。白黒の画像は不可とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了証書 

看護 花子 

救急看護学科 

第〇〇〇〇号 

あなたは〇〇年度 

認定看護師教育課程 

救急看護科を 

修了したことを証します 

〇〇年〇月〇日 

〇〇法人〇〇学校 

校長 〇〇 〇〇 

✔チェック 
年月日は読取可
能ですか？ 

✔チェック 
教育機関名は読み取り可

能ですか？ 

✔チェック 
年度は読取 
可能ですか？ 

✔チェック 

ご氏名は読み取
り可能ですか？ 

✔チェック 

分野名は読取可
能ですか？ 

看
護
師
免
許
証 

看
護 

花
子 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法 

（
昭
和
〇
〇
年
法
律
第
〇
〇
号
）
に
よ
り 

看
護
師
の
免
許
を
与
え
る 

よ
っ
て
こ
の
証
を
交
付
す
る 

厚
生
労
働
大
臣 

〇
〇 

〇
〇 

本
免
許
は
〇
〇
年
〇
月
〇
日 

第
九
九
九
九
九
九
号
を
も
っ
て
看
護
師
籍
に
登
録 

厚
生
労
働
省
医
政
局
長 

〇
〇 

〇
〇 

 

第
九
九
九
九
九
九
号 

✔チェック 

ご氏名は読み取り可能で
すか？ 

✔チェック 

看護師免許番号は読取可能ですか 

読取が困難な場合は点線（青）のレイアウト
にて撮影ください。 



認定看護師（CN）認定の手引き 

6 

4-3  『資格認定制度 審査・申請システム』へのアクセスと個人情報登録・編集 

1） 申請期間内に『資格認定制度 審査・申請システム』（下記アドレス）にアクセスする。 

URL：https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx 

※上記システムは、以下の環境において動作確認を行っています。 

【PC】 Microsoft Edge：108.0.1462.76 

Google Chrome：109.0.5414.75 

【スマートフォン】 iPhone Safari：604.1 

            Android Google Chrome：108.0.5359.128 

 

<資格認定制度 審査・申請システム> 

 

  

既にアカウント登録されている方 P.13へ 

初めてアカウントを作成される方 P.7へ 
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  2) ログインする。 

 

 

[初めての方はこちら⇒（看護師免許番号）]の欄に看護師免許番号を入力する。 

⇒ ユーザー登録画面へ をクリックする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～初めてアカウントを作成される方～ 

※看護師免許番号はユーザーIDとして登録されるため、免許証原本を 

ご確認の上、正確に入力をお願いします。 

中略 
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3） 個人情報の登録・編集及び看護師免許証画像のアップロードをする。 

 ※初めてアカウントを作成する場合は、アカウント作成後に自動的に個人情報の登録及び看護師免許証画

像の登録画面が開きます。 

※既にアカウント登録のある方は、ログイン後、メインメニューの「個人情報編集」画面を開き、氏名、住所、 

メールアドレス、所属先等に変更があれば編集してください。 

 

 

（1） 基本情報を登録する 
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（2） 看護師免許証画像をアップロードする。（看護師免許証画像に関する注意事項はP.5参照） 

※ただし、過去の審査でアップロード済みの場合は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<看護師免許証アップロード画面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 画像アップロード  を押すと、 

＜看護師免許証アップロード画面＞が 

ポップアップで表示される 

アップロードした画像を確認し、 

 選択完了  をクリックする 

 ファイルを選択  を押して、 

保存した免許証画像を選ぶ 
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（3） 自身が修了した特定行為区分を登録する（特定行為研修修了者のみ） 

 

<特定行為研修修了の有無 登録画面> 

 

 

 
 

※A課程認定看護師教育機関修了者で特定行為研修を修了し、B課程の認定者名簿への登録を希望する場合、 

１つ以上の特定行為区分の登録が必要です。 

※領域別パッケージを修了した方で、免除されている特定行為の研修も追加で修了している場合は、当該特定行 

為を含む特定行為区分にもチェックをつけてください。 

例：在宅・慢性期領域パッケージをに加え、「持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整」も修了 

  →「在宅・慢性期領域パッケージ」及び「栄養及び水分管理に関わる薬剤投与関連」にチェック 

 

  

① 

② 

中略 

「特定行為研修修了の有無」で 有り を選択すると、 

「修了した特定行為区分」のチェックボックスが 

表示される。 

 21区分全て選択 をクリック 

すると、領域別パッケージ 

を除くすべての特定行為 

区分にチェックがつきます。 

ご自身が修了した 

特定行為区分全てに 

チェックを入れる 
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（4） 所属先情報を登録する 

※「就業中」の場合、所属先情報は必須入力となります。 

※「離職中」の場合、郵便物送付先は「自宅」となり、所属先情報の入力はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就業中の場合、 

プルダウンから都道府県名を選び、 

検索ボタンをクリックしてください。 

次画面にて、所属先施設名もしくは 

「該当なし」をクリックします。 

該当なしの場合、再度、「所属先情報」

の画面に戻るので、法人名以下を入

力してください。 

住所は全角で 

入力してください。 
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   5） 個人情報保護方針及び登録情報の確認 

   ⑴ 「日本看護協会個人情報保護方針はこちら」をクリックし、内容を確認する。 

→同意の場合、[個人情報保護方針を理解し承諾する]の□にチェックをつける。 

 

⑵ 確認画面へをクリックし、個人情報確認画面にて情報を確認する。 

→内容が正しければ登録するをクリックする。 

  入力した内容に不足等があれば、入力画面へ戻るで編集画面に戻り修正する。 

※入力内容に不備がある場合、画面上部にエラーメッセージが表示され、登録はできません。 

エラーメッセージを確認の上、再度入力し登録してください。 

 

※個人情報を編集登録しただけでは審査申請は行われません。引き続き審査申請および履歴書の提出手続きを 

行ってください。 

※個人情報は上記登録完了後も編集が可能です。登録されたメールアドレス・住所に、認定部から通知メール・郵 

便物を送付することがありますので、転居や職場の異動等により変更が生じた際は速やかに情報を更新してく 

ださい。 

※なお、認定審査に合格した場合は、2023年12月21日時点で『資格認定制度審査・申請システム』に登録されて 

いる氏名（当画面に表示されている字形）で認定証を交付し、同日時点で登録されている住所に送付します。 

予めご了承ください。 
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下記①～③の該当者はアカウント登録済みです。 

 ①再受験者 

 ②今回申請するものとは別の認定資格をすでに有する者 

 ③過去に別の資格や分野について審査申請したことのある者 

 

 

 

 

  

～既にアカウント登録されている方～ 

～既にアカウント登録されている方～ 

ユーザーID（看護師免許番号）と 

過去に自身が設定したパスワードを 

入力し、 ログイン を押す。 

パスワードが不明な場合は、 

パスワードがわからない方はこちら より 

パスワードの再設定手続きを行ってください。 

 

氏名・住所・メールアドレス・所属先等に

変更がある場合、 

こちらから編集を行ってください。 
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4-4  審査申請 

1） 「資格認定制度 審査・申請システム」に、ログインする。 

2） メインメニューで申請メニューをクリックし、申請メニュー画面をひらく。 

3） 申請メニュー画面から、認定看護師の認定審査申請画面をひらき、各項目を入力または選択する。 

 

＜メインメニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜認定申請入力画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

認定看護師の 認定 をクリックする。 

※申請期間外は表示されません。 

修了した課程区分を選択し、 

分野名をプルダウンから選択する。 

 A課程 を選択した方はP.15、 B課程 を選択した方はP.17へ進む。 
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「A課程」を選択した場合の画面（A課程修了者）                                                                     

   ＜認定申請入力画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

① 

② 

特定行為研修を修了している場合は、 

 B課程の認定者名簿への登録を希望する 

に☑すると、＜特定行為研修情報の入力 

画面＞が開く。 

＜特定行為研修情報の入力画面＞ 

各項目を入力または 

選択し、特定行為研修 

修了証の画像をアップ 

ロードする。 

修了年度は修了年月と

混同し誤りやすいため、

十分確認してください。 

（例：修了年月が2023年

3月の場合、修了年度は

2022年度を選択してくだ

さい。） 
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① 各項目を入力または選択する。 

② 認定看護師教育機関の修了証画像をアップロードする。 

③ 入力が終了したら 確認画面へ をクリックする。 

 

4) 認定申請の内容を確認する。 

(1) 入力内容を確認し、正しければ 申請する をクリックする。 

 ※入力内容を修正する場合は 入力画面に戻る で編集画面に戻り修正する。 

(2)  [認定審査申請を受け付けました] メッセージが表示される。 

⇒登録したメールアドレスに審査申請受付/振込口座の案内が送信される。 

  ※メールに記載されている情報は、「申請状況一覧」にて確認できます。 

※メールが届かない場合は、「資格認定制度審査・申請システム」画面下の「よくある質問」→「メールについ 

て」をご確認ください。 

 

 

 ※クリック後は内容の再編集ができませんのでご注意ください。 

 ※申請時点の住所で試験会場が決まりますのでご注意ください。 
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「B課程」を選択した場合の画面（B課程修了者）                                                    

＜認定申請入力画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 各項目を入力または選択する。 

② 認定看護師教育機関の修了証画像をアップロードする。 

③ 入力が終了したら 確認画面へ をクリックする。 

 

4) 認定申請の内容を確認する。 

(1) 入力内容を確認し、正しければ 申請する をクリックする。 

 ※入力内容を修正する場合は 入力画面に戻る で編集画面に戻り修正する。 

(2)  [認定審査申請を受け付けました] メッセージが表示される。 

⇒登録したメールアドレスに審査申請受付/振込口座の案内が送信される。 

  ※メールに記載されている情報は、「申請状況一覧」にて確認できます。 

※メールが届かない場合は、「資格認定制度審査・申請システム」画面下の「よくある質問」→「メールについ 

て」をご確認ください。 

 ※クリック後は内容の再編集ができませんのでご注意ください。 

 ※申請時点の住所で試験会場が決まりますのでご注意ください。 

 

② 

③ 

① 

修了年度は修了年月と混同し誤りやすいため、

十分確認してください。 

（例：修了年月が2023年3月の場合、修了年度は

2022年度を選択してください。） 



認定看護師（CN）認定の手引き 

18 

4-5  履歴書の提出 

看護師免許証を取得後、通算5年以上の実務研修経験があり、うち通算3年以上は特定の認定看護分野の実務

研修を行っていることを確認するために、下記手順に従い、履歴書の提出をお願いします。 

※提出する を押した後は内容の再編集ができないため、十分に確認の上、提出してください。 

※期日までに履歴書の提出がない場合、受験できなくなります。 

※再受験でも履歴書の提出は必要です。「前年度欠席再受験」の方のみ履歴書の提出は不要です。（P.4、P.37

参照） 

 

＜メインメニュー＞ 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況一覧画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況詳細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

認定 ③ 

① 

 申請状況一覧 をクリックし、 

＜申請状況一覧画面＞を表示する。 

 認定看護師 をクリックし、 

＜申請状況詳細画面＞を表示する。 

オンライン申請書類 「履歴書」の 

 確認・編集  をクリックする。 
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＜履歴書編集画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

② 

① 

⑤ 
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【履歴書編集画面（P.19）の入力方法】 

①  行を追加  をクリックし、履歴書の入力行を表示させる。 

② 「学歴」、「職歴」を入力する。「分野区分」はプルダウンから 当該看護分野  、 当該看護分野以外  、 

 その他  を選択し、各々履歴の内容を入力する。下記「入力上の注意事項」を確認の上、入力する。 

③ 看護実務研修期間（職歴から自動計算）が当該看護分野 36カ月以上、合計 60カ月であることを確認する。 

④ 入力内容を保存する場合は、 保存する  をクリックする。 

※入力が完了し、確認画面へ進む際にも必ず  保存する  をクリックし、保存してください。 

※ 保存する  をクリックしただけでは手続きは完了しません。必ず期日までに⑤～⑦を行ってください。 

⑤ 入力に誤りが無いか確認後、確認画面へ をクリックする。 

※入力内容に不備がある場合、画面上部にエラーメッセージが赤字で表示され、保存や確認画面に進むこ 

  とができません。エラーメッセージを確認の上、入力内容を修正し、再度 確認画面へ をクリックしてく 

ださい。 

⑥ 「履歴書確認画面」で入力内容に誤りがないことを確認後、提出する をクリックする。 

※提出が完了した後は、内容の編集および再提出はできませんのでご注意ください。 

※ 提出する をクリックしないと、提出は完了しません。 

 

⑦ 申請状況詳細画面で「提出済」となっていることを確認する 

＜申請状況詳細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

●入力上の注意事項● 

・2023年8月申請時点の情報について入力する。 

・学歴は高校卒業を含めず、それ以降を明記する。学校名･学科名は正式名称を記載する。 

・認定看護師教育機関での就学期間を入力する場合は、学歴として記載する。 

・職歴は、看護師の免許取得後のすべての看護実務（教育職を含む）を、施設先・部署・職位が変わるごとに 

記載する。所属先の名称は、正式名称を入力する。 

・准看護師での勤務期間、看護実務以外での就業期間については記載しない。 

・職歴は期間（年月）を重複して入力することはできない。 

・休職期間、教育職としての就業期間については、分野区分の「その他」を選択する。 

・勤務形態が非常勤の場合、「実質勤務時間150時間」を「1カ月」相当として勤務月数を算出し「期間（月数） 

を入力する。 例）150時間＝7.5時間（実質勤務時間）×20日 

・看護実務研修期間が規定に達していないと、 提出する ボタンは有効になりません。 

 

⑦ 

オンライン申請書類「履歴書」が 

「提出済」になっていることを必ず確認する。 

※期日までに履歴書の提出が確認できない場合、 

書類不備として不合格となります。 
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4-6  審査料の振込 

2023年8月10日（木） 15：00まで 

※期日までに審査料の振込が確認できない場合、審査申請を取下げたものとみなします。 

上記期日を厳守して振り込んでください。 

 
1) 審査料（受験資格有無の確認・筆記試験） ： 51,700円（税込） 

 

2） 振込先： 以下のいずれかの方法により、確認する。 

(1) 『資格認定制度 審査・申請システム』 

ログイン ⇒ 「申請状況一覧」画面の詳細をクリックする。 ⇒ 「申請状況詳細」画面の 

認定看護師をクリックする。 ⇒ 「申請状況詳細」画面に表示される「審査料」 

(2) 審査申請時に登録メールアドレスに送信された『審査申請受付/振込口座の案内』のメール 

※振込先口座番号は申請者ごとに異なります。 

他の申請者の口座に振り込まないようにご注意ください。 

 
3） 注意事項: 

(1) 振込名義は、申請者の氏名（カタカナ）とし、施設名での振込は避けること。 

(2) 振込明細票等の提出は不要だが、保管すること。なお、振込明細票は税法上正式な領収書と

して利用できる。 

(3) 既納の審査料はいかなる理由があっても返還しない。 

(4) 振込手数料は申請者が負担すること。 

 

4-7  申請の取下げ 

申請期間内（2023年8月1日～8月10日15:00まで）に限り、申請の取下げを受け付ける。申請を取下げる場

合は、上記の期間内に認定部まで連絡すること。 

※上記の申請期間終了後は、いかなる理由があっても申請の取下げは受け付けません。 
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5 受験資格有無の確認と受験票の印刷 

5-1  受験資格有無の結果確認 

2023年9月5日（火） 11：00 ～ 

1） 『資格認定制度 審査・申請システム』（下記アドレス）にアクセスする。 

URL：https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx 

2）  ログイン画面にユーザーID、パスワードを入力しログインする。  

＜メインメニュー画面＞ 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況一覧画面＞ 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※書類審査合否に「－」の表示がある場合は 

受験資格を有しており、筆記試験を受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

認定看護師 

 申請状況一覧 をクリックし、 

＜申請状況一覧画面＞を表示する。 

① 書類審査合否に「－」が表示されていることを確認 

② 資格名をクリックし、P.23「5-2 受験票の印刷」に

進む 

①  

② 

https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx
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5-2  受験票の印刷 

2023年9月5日（火） 11：00 ～ 10月4日（水） 

      1）申請状況一覧画面の「 認定看護師 」をクリックし、申請状況詳細画面を開いて受験票を印刷する 

    ＜申請状況詳細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※受験票印刷画面はポップアップウィンドウで表示されます。 

ブラウザのポップアップブロックの設定が有効の（ポップアップウィンドウをブロックしている）場合、受験票 

画面は表示されません。ポップアップブロック設定解除については、「資格認定制度審査・申請システム」 

画面下の「よくある質問」の「■審査申請について」のQ4を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

筆記試験「受験票」の 印刷画面を表示する を 

クリックする。 
受験票の記載内容（分野名、本人氏名、 

試験会場等）を確認し、画面最下部の 

 印刷 をクリックし印刷する。 

※A4タテ（白黒可）で印刷してください。 

スマートフォンには対応していません。 
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5-3  受験準備 

印刷した受験票の「本人署名欄」への署名をもって、審査合格後の認定登録の意思確認とする。 

直筆で署名すること。 

●過去問題の閲覧● 

認定審査に申請後、前年の審査問題や受験者の課題が審査申請システムより閲覧可能となります。 

必ず確認し受験の準備をしてください。 

※「申請状況一覧」画面よりダウンロードが可能です。 

 

●申請した筆記試験を欠席する場合の手続き● 

書類審査合格者がやむを得ない理由により試験を欠席する場合、下記の手続きにより、翌年度の

認定審査1回に限り、審査料を免除の上、認定審査を受験することができる。 

なお、手続きを行わなかった場合、翌年度の審査料は免除されません。 

1) 欠席手続きの方法 

(1）欠席する旨を筆記試験日（10月4日（水））の試験開始30分前までに 

日本看護協会認定部に電話で連絡する。 

日本看護協会認定部 

電話番号：03-5778-8546 

受付期間：月曜から金曜日（土日祝日を除く） 9:30-12:00／13:00-17:00 

 

(2）電話連絡後10月11日（水）までに、メールにて認定部（認定看護師担当）に 

欠席の連絡をする。 

メールには、氏名・分野名・申請ID・会場を記載すること。 

※メールアドレスは（１）の電話連絡の際にご案内します。 

 

2) 欠席の連絡（メール）を受理後、数日以内に認定部から欠席手続き完了のメールを 

送信するので、内容を確認する。 

※欠席手続き完了のメールが届かない場合は、再度認定部にメールしてください。 

 

3）翌年の申請の際は、「認定看護師（CN）認定の手引き」を参照し、審査申請を行ってください。 
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6  筆記試験 

6-1  日時 

2023年10月4日（水） 

試験日スケジュール 

開場 集合・本人確認 オリエンテーション 試験時間 

13:30 14:00 14:15 14：30～16：10 

 

※試験時間は上記から変更になる可能性があります。 

 

6-2  試験会場 

47都道府県に設置 

「資格認定制度 審査・申請システム」にご登録の住所地での受験となります。 

申請時点で「資格認定制度 審査・申請システム」自宅住所欄に登録されている都道府県で会

場を確定します。 

※試験会場の住所・施設名等は受験票に記載しております。また、会場周辺地図は受験票に 

あるQRコードを読み込むことで確認できます。 

※試験に関する問い合わせや当日の緊急連絡先は認定部（03-5778-8546）までご連絡くださ 

い。試験会場への連絡はご遠慮ください。 

 

6-3  方法 

筆記試験（マークシート方式・四肢択一） 100分 

出題方式 出題数 点数 

問題1 客観式一般問題 20問 50点 

問題2 客観式状況設定問題 20問 100点 

計 40問 150点 

 

6-4  出題範囲 

共通科目を含めた各認定看護分野の教育基準カリキュラム 

URL：https://www.nurse.or.jp/nursing/qualification/vision/cn/cn_curriculum_a.html 
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6-5  当日の持参物 

受験票 分野名、受験番号、本人氏名、申請時に自身で選択した試験会場情報が正しく記載

されているか確認し、記載に誤りがある場合には速やかに認定部に連絡すること。 

※「本人署名欄」に直筆で署名をしてください。 

※署名をもって審査合格後の認定登録の意思確認とします。 

本人確認書類 顔写真付きの本人確認書類（運転免許証、有効なパスポート、写真付き社員証、マ

イナンバーカード等） 

※試験会場で、「受験票」と「顔写真付きの本人確認書類」を照合することで、 

本人確認をします。 

時計 試験会場に時計の用意はないので、時計を持参すること。 

※時計は、腕時計、懐中時計等を指します（時計機能のみのもの；アラーム機能 

が解除でき、秒針等の音が周囲に聞こえないもの）。計算等機能付時計や携 

帯電話を時計として使用することは禁止です。 

筆記用具 記入用のHB又はBの鉛筆、シャープペンシル、消しゴム 

※ボールペンは記入が正しく読み取れないため使用不可。試験会場での筆記 

用具の貸与等は行いません。 

 

 

●新型コロナウイルス感染症対策について● 

 

令和3年11月19日（令和5年2月10日変更）新型コロナウイルス感染症対策本部決定の「新型コロナウ

イルス感染症対策の基本的対処方針」に則り、実施する。ただし、筆記試験開始時期の国最新の方針

等に基づき実施する。 

 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/kihon_r1_050210.pdf 

（2023年3月2日 アクセス） 
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6-6  受験の注意事項 

1） 印刷した受験票に記載の試験日時、会場等の審査の詳細は、日本看護協会ホームページに掲載

の審査案内とあわせて必ず確認すること。内容に相違がある場合は速やかに認定部に連絡する 

こと。 

2） 試験開始後の会場への入室は認められない。遅刻厳禁。 

3） 会場内への大きな手荷物の持ち込みはできない（椅子の下、足元に納まる程度まで）。 

4） 机上に置けるのは受験票、時計及び筆記用具のみ。下敷きや定規は使用できない。 

5） 試験開始後、一度退室したら再入室できない。 

 

6-7  合格基準 

筆記試験は150点満点とし、A～Cの3段階で評価する。 

A、Bは合格、Cは不合格とする。 

 

点数 評価 

120点以上 A 

105～120点未満 B 

105点未満 C 
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7  審査合否の確認と認定料の振込 

7-1  審査合否の確認 

2023年12月18日（月） 15：00 予定 

※上記日時は、採点等の都合により、変更になる可能性があります。 

  変更する場合は、日本看護協会ホームページ等でお知らせいたします。 

 

1） 『資格認定制度 審査・申請システム』にアクセスする。 

URL：https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx 

2） ログイン画面にユーザーID、パスワードを入力しログインする。 

＜メインメニュー画面＞ 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況一覧画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●合格者の公表について● 

全ての合格者（新規認定者）の、氏名および所属都道府県名を日本看護協会公式ホームページで

公表します。公表期間は以下のとおりです。予めご了承ください。 

公表期間：合否開示の3週間後から１カ月間 

 

認定

 申請状況一覧 をクリックし、 

＜申請状況一覧画面＞を表示する。 

「審査合否」を確認する。 

 

【合格の場合】 

P.29「7-2 認定料の振込」に進む。 

 

【不合格の場合】 

得点と評価を開示するので、 

「申請状況詳細画面」にて確認する。 

※合格の場合は、得点と評価を開示 

していないため、表示されません。 

https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx
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7-2  認定料の振込 

認定登録料振込期日 

2024年1月5日（金） 15：00まで 予定 

※認定料の振込がない場合は、登録手続きおよび認定証発行ができないため、期日を厳守 

してください。 

 

1） 認定料 ： 51,700円（税込） 

 

2） 振込先： 

・審査料の振込口座と同じ。以下のいずれかの方法で確認する。 

（1） 審査申請時に登録メールアドレスに送信された『審査申請受理/振込口座の案内』のメール 

（2） 『資格認定制度 審査・申請システム』（P. 30参照） 

ログイン ⇒ 「申請状況一覧」画面の 認定看護師 をクリック ⇒ 「申請状況詳細」画面に 

表示される「入金情報」 

※振込先口座番号は申請者ごとに異なります。 

   他の申請者の口座に振り込まないようにご注意ください。 

 

3） 注意事項: 

(1)  振込名義は申請者の氏名（カタカナ）とし、施設名での振り込みは避けること。 

(2)  振込明細票等の提出は不要だが、保管すること。なお、振込明細票は税法上正式な 

     領収書として利用できる。 

(3)  既納の認定料はいかなる理由があっても返還しない。 

(4)  振込手数料は申請者が負担すること。 
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4） 振込先の確認方法 

『資格認定制度 審査・申請システム』の申請状況詳細画面に表示される「入金情報」を確認する。 

＜メインメニュー画面＞ 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況一覧画面＞ 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

＜申請状況詳細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「支払口座番号」は、申請者ごとに個別に割り当てられたものであるため、必ずご自身の画面で確認してください。 

※「支払期限」の期日までに振り込みを完了してください。 

※不合格の場合、入金情報は表示されません。 

※入金が確認されると、「入金情報」の横に赤字で「入金確認済」と表示されます。（入金確認には数日かかることが

あります。） 

認定看護師 

 申請状況一覧 をクリックし、 

＜申請状況一覧画面＞を表示する。 

 認定看護師 をクリックする。 
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８ 登録内容の確認と情報公開の設定 

8-1 登録内容の確認と情報公開の設定 

1) 認定料の振込確認後、認定部にて認定看護師名簿への登録手続きを行う。 

2) 認定登録手続き完了後、認定部から全認定者にメールで連絡する。 

3) 認定部からの通知メールを受信したら、『資格認定制度 審査・申請システム』にログインし、[認定資

格一覧] に表示される認定登録情報に誤りがないことを確認する。 

4) 以下の手順により、認定登録情報（氏名及び施設名）を日本看護協会公式ホームページ上 

で公開することの可否を設定する。設定しない場合、情報は公開されない。 

 

 

＜確認方法＞ 

（1）ログイン画面にユーザーID、パスワードを入力しログインする。 

（2）メインメニューから認定資格一覧 をクリックする。 

（3）登録内容を確認する。 

 

認定資格一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認定申請した資格が表示されていることを確認する。 

 認定申請した資格の認定年月日が当年であることを確認する。 

 認定申請した資格の有効年月日が「当年＋5年 12月 31日」であることを確認する。 

 氏名・施設名の公開/非公開の設定は、 変更する  をクリックする。 

※「修了した特定行為区分 公開／非公開」は全ての申請者に表示されます。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ ④ 

※ 
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認定情報公開許諾更新画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示されている注意を確認する。 

② 氏名・施設名の公開/非公開について設定する。 

③ 確認画面へ  をクリックする。 

→認定情報公開許諾更新確認画面にて  更新  をクリックしてください。 

 

 

  

① 

② ② 

③ 



認定看護師（CN）認定の手引き 

 

33 

『資格認定制度 審査・申請システム』で公開を設定した場合 

日本看護協会公式ホームページでは、認定登録者の情報は下記のように公開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※氏名・施設名について「公開」を選択した場合、日本看護協会公式ホームページの「認定看護師（CN）登録者 

一覧」に氏名および所属施設名を公表します。情報を公開することにより、所属施設または認定者へのお問 

い合わせ等が増加することも考えられます。ご了承の上、公開/非公開について設定してください。 

所属施設名の公開については、ご自身でご所属施設の許諾を得た上で登録をお願いいたします。  

〇〇 〇〇 

看護 花子 

〇〇 〇〇 

〇〇 〇〇 

A法人 

B法人 

C法人 

〇〇 〇〇 

〇〇 〇〇 

ABC病院 

D病院 

EF総合病院 

G総合病院 

H医療センター 
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９ 認定証等の受領 

9-1 認定証の受領について 

 

・認定登録の手続き完了後、認定証・認定証カード・認定看護師徽章が交付される。(発送完了後メー 

ルいたします) 

・認定証及び認定証カードは、2023年12月21日時点で『資格認定制度審査・申請システム』に登録され  

ている氏名で発行し、同システムの画面に表示される文字の字形にて作成する。 

・上記3点は、2023年12月21日時点で『資格認定制度審査・申請システム』に登録されている住所に送 

付します。審査申請時から住所・氏名に変更が生じた場合、12月20日までに同システムの［個人情報 

編集］にて情報を更新してください。 

・上記3点が届いたら、内容を確認してださい。 
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10 その他の事項 

10-1  審査に関する情報開示 

 

1） 過去問題の開示について 

(1) 前年度の 認定看護師認定審査筆記試験問題を閲覧可能とする。 

(2) 開示方法は以下のように定める。 

• 対象： 第31回認定看護師認定審査申請者 

• 内容： 前年度の認定審査の筆記試験問題 

• 方法： 審査申請（オンライン）完了後、『資格認定制度 審査・申請システム』の申請 

状況一覧から閲覧・ダウンロードする。 

               

2） 上記期間内に、『資格認定制度 審査・申請システム』（下記アドレス）にアクセスする。 

URL: https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx 

3） ログイン画面にユーザーID、パスワードを入力しログインする。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

申請状況一覧をクリックする。 

過去問題 ダウンロードするをクリック

して、過去問題・受験者の課題をダウ

ンロードし、閲覧する 

https://nintei.nurse.or.jp/certification/Nurse/NLGI01/NLGI01.aspx
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4）当該年度審査問題の開示について 

開示期間 

（1）対象：第31回認定看護師認定審査申請者 

（2）内容：当該年度認定審査の筆記試験問題 

（3）方法：合否発表3週間後、『資格認定制度 審査・申請システム』の「認定審査に申請された方へ 

お知らせ」欄で2023年度末まで開示 

※認定審査申請者へ開示後、認定看護師教育機関にも『教育機関システム』内に次年度筆記試験前

日まで開示 

 

5）個人の得点の開示について 

(1) 対象： 第31回認定看護師（CN）認定審査不合格者 

(2) 内容： 個人の得点 

(3) 方法： 『資格認定制度 審査・申請システム』上で表示 

 

10-2  個人情報保護方針 

「日本看護協会 個人情報保護方針」に準ずる。 

URL：http://www.nurse.or.jp/privacy/ 

 

※『資格認定制度 審査・申請システム』に登録した情報に基づき、認定看護師認定審査にかか

わる重要な通知及び認定登録後の活動状況に関する調査の依頼を行うことがあります。 

また、登録した情報のうち、職位・所属部署等の処遇に関する情報や病床規模等の所属施設

に関する情報は、認定登録後の活動状況を分析・検討するための基礎資料として活用するこ

とがあります。 

 

10-3  問合せ 

日本看護協会 認定部 （認定看護師担当） 

受付時間 
月曜日から金曜日（土日祝を除く）  

9：30～12：00 / 13：00～17：00 

電話番号 03-5778-8546 

http://www.nurse.or.jp/privacy/index.html
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（別添1）再受験について 

1. 再受験について 

再受験とは、過去に一度でも認定看護師（CN）の認定審査に申請をしたことがある受験者が、

今回同じ分野で再度申請することを示す。 

再受験者は、以下のフローチャートに従って再受験区分を確認し、申請すること。 

※再受験区分で「前年度欠席再受験」の方は審査料と履歴書の提出は不要です。 

  

2. 再受験区分と申請手続きについて 

 

 

 

 

                      はい                                     いいえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再受験区分 前年度欠席再受験 

審査料 なし 

申請方法 申請手順は、新規申請者

と同じ。（P.3参照） 

備考 ※履歴書の提出は不要。 

※看護師免許証画像を 

アップロード済みの場 

合は、再アップロード 

は不要。 

再受験区分 再受験 

審査料 ￥51,700-   

申請方法 申請手順は、新規申請

者と同じ。（P.3参照） 

備考 ※看護師免許証画像を 

アップロード済みの場 

合は、再アップロード 

は不要。 

 

 

 

はい 

は

い 

 

は

い 

昨年筆記試験を

欠席し、欠席手続

き※を行った。

か？ 

 

昨年度筆記試験

を 

欠席し、欠席手続

き 

を行ったか？ 

前回同分野で申請したのは昨年（2022年）か？ 

 

 

不合格だった。 

 

 

はい 

 

 

いいえ 

 

※欠席手続きについては、P.24参照。 
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（別添2）認定看護分野名一覧 

※特定行為研修を修了した者が、A 課程認定看護師教育機関を修了し認定看護師となった場合は、以下の「B 課程」の分野名での

名簿登録となります。 

 

 

 

 

 

  

分野名 

A課程 B課程 

救急看護 
クリティカルケア 

集中ケア 

緩和ケア 
緩和ケア 

がん性疼痛看護 

皮膚・排泄ケア 皮膚・排泄ケア 

がん化学療法看護 がん薬物療法看護 

訪問看護 在宅ケア 

感染管理 感染管理 

糖尿病看護 糖尿病看護 

不妊症看護 生殖看護 

新生児集中ケア 新生児集中ケア 

透析看護 腎不全看護 

手術看護 手術看護 

乳がん看護 乳がん看護 

摂食・嚥下障害看護 摂食嚥下障害看護 

小児救急看護 小児プライマリケア 

認知症看護 認知症看護 

脳卒中リハビリテーション看護 脳卒中看護 

がん放射線療法看護 がん放射線療法看護 

慢性呼吸器疾患看護 呼吸器疾患看護 

慢性心不全看護 心不全看護 
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（参考資料）特定看護分野の実務研修内容の基準  

 

 A課程  

特定看護分野の実務研修内容の基準 

（特定の看護分野における看護実績及び教育課程入学時に望まれる勤務状況） 

救急看護 1） 通算 3年以上、救急部門での看護実績を有すること。 
2） 救急部門において、CPA・重症外傷・意識障害・呼吸不全・循環不全・中毒・熱傷

患者等の看護の中から 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、救急部門で勤務していること、または救急部門での勤務が予定されている

こと。 

皮膚・排泄ケア 1） 通算3年以上、外科系領域またはストーマケアを行う病棟・外来・在宅ケア領域で
の看護実績を有すること。 

2） ストーマ造設患者の看護を1例以上、及び創傷または失禁ケア領域の看護を4例
以上担当した実績を有すること。 

3） 現在、創傷ケア、ストーマケア、または失禁ケアを行う病棟・外来・在宅ケア領域で
勤務していることが望ましい。 

集中ケア 1） 通算 3 年以上、集中ケア部門、または小児集中ケア部門（手術室・NICU は除く）で
の看護実績を有すること。 

2） 疾病、外傷、手術などにより高度に侵襲を受けた患者の看護を 5 例以上担当した
実績を有すること。 

3） 現在、集中ケア部門で勤務していることが望ましい。 

緩和ケア 1） 通算 3 年以上、緩和ケアを受ける患者の多い病棟、または在宅ケア領域での看護実
績を有すること。 

2）  緩和ケアを受ける患者を 5例以上担当した実績を有すること。 
3）  現在、緩和ケアを受ける患者の多い病院、または在宅ケア領域で勤務していることが

望ましい。 

がん化学 

療法看護 

1） 通算 3 年以上、がん化学療法を受けている患者の多い病棟・外来・または在宅ケ
ア領域での看護実績を有すること。 

2） がん化学療法を受けている患者の看護（がん化学療法薬の投与管理の実績があ
ることを必須とする）を、5例以上担当した実績を有すること。 

3） 現在、がん化学療法を受けている患者の多い病棟、外来で勤務していることが望
ましい。 

がん性 

疼痛看護 

1） 通算 3 年以上、がん患者の看護実績を有すること。病棟での看護実績を有するこ
とが望ましい。 

2） 病状の進行等に伴って生じる持続的な痛みを有するがん患者の看護を 5 例※以上
担当した実績を有すること。 

3） 現在、がん患者の多い病棟・外来・在宅ケア領域で勤務していることが望ましい。 
※10例程度の経験があることが望ましい。ただし、教育課程への提出事例は 5事例で 

よい。 

訪問看護 1） 通算3年以上、在宅ケア領域での看護実績を有すること。 
2） 医療処置及び管理を要する患者の在宅における看護（退院支援を含む）を5例以

上担当した実績を有すること。 
3） 現在、在宅ケアに携わっていることが望ましい。 
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感染管理 1） 通算 3年以上、感染管理に関わる活動実績（感染対策委員会、ICT、リンクナース
会等）を有すること。 

2） 感染予防・管理等において自身が実施したケア等の改善実績を１事例以上有する
こと。 

3） 医療関連感染サーベイランス実施における一連の流れを理解していることが望ま
しい。 

4） 現在、医療施設等において、専任または兼任として感染管理に関わる活動に携わ
っていることが望ましい。 

糖尿病看護 1） 通算 3年以上、糖尿病患者の多い病棟、または外来での看護実績を有すること。 
2） インスリン療法を行っている糖尿病患者または合併症のある糖尿病患者の看護

を、合わせて 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、糖尿病患者の多い病棟・外来・在宅ケア領域で勤務していることが望まし

い。 

不妊症看護 1） 通算 3年以上、不妊症患者の多い病棟または外来等での看護実績を有すること。 
2） 不妊症患者の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、不妊症患者の多い病棟・外来等で勤務していることが望ましい。 

新生児 

集中ケア 

1） 通算 3年以上、新生児集中ケア部門での看護実績を有すること。 
2） 在胎 32 週未満の早産児あるいは疾病を持つ正期産児の生後 1 週間以内におけ

る重症集中ケア及び親・家族の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、新生児集中ケア部門で勤務していることが望ましい。 

透析看護 1） 通算 3年以上、透析看護分野（血液透析療法）での看護実績を有すること。 
2） 透析導入期・維持期の血液透析患者の看護を 5 例以上担当した実績を有するこ

と。腹膜透析患者の看護実績を有することが望ましい。 
3） 現在、透析部門に勤務していること、または透析部門での勤務が予定されている

こと。 

手術看護 1） 通算 3年以上、手術看護分野での看護実績を有すること。 
2） 手術看護における器械出し看護師・外回り看護師の実績を有すること。 
3） 現在、手術看護部門で勤務していることが望ましい。 

乳がん看護 1） 通算 3年以上、乳がん患者の多い病棟または外来等での看護実績を有すること。 
2） 乳がん患者の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、乳がん患者の看護に携わっていることが望ましい。 

摂食・ 

嚥下障害看護 

1） 通算 3 年以上、摂食嚥下障害患者が多い保健医療福祉施設、または在宅ケア領
域での看護実績を有すること。 

2） 摂食嚥下障害患者を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、摂食嚥下障害患者の看護に携わっていることが望ましい。 

小児救急看護 1） 通算 3年以上、救急看護分野または小児看護分野での看護実績を有すること。 
2） 小児救急患者・家族の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、救急看護または小児看護に携わっていることが望ましい。 

認知症看護 

 

1） 通算 3 年以上、認知症者の多い医療・福祉施設（在宅ケア領域を含む）等での看
護実績を有すること。 

2） 認知症者の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、認知症者の多い医療・福祉施設（在宅ケア領域を含む）等で認知症者の看

護実践に携わっていることが望ましい。 

 

  



(参考資料)特定看護分野の実務研修内容の基準 

41 

 A課程  

特定看護分野の実務研修内容の基準 

（特定の看護分野における看護実績及び教育課程入学時に望まれる勤務状況） 

脳卒中リハビ

リテーション看

護 

1） 通算 3年以上、脳血管障害患者の多い部署での看護実績を有すること。 
2） 急性期にある脳血管障害患者の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、脳血管障害患者の多い施設等で勤務していることが望ましい。 

がん放射線 

療法看護 
1） 通算 3 年以上、がん放射線療法を受けている患者の多い病棟・外来・治療部門で

の看護実績を有すること。 
2） がん放射線療法を受けている患者の看護を 5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、がん放射線療法を受けている患者の多い病棟・外来・治療部門で勤務して

いることが望ましい。 
慢性呼吸器 

疾患看護 
1） 通算 3 年以上、慢性呼吸器疾患注）患者が多い病棟を中心とした看護実績を有す

ること（その間、外来、IRCU、または在宅ケア領域での実践を含んでよい）。 
注：COPD、間質性肺炎、気管支喘息、気管支拡張症、肺結核後遺症、非結核 
性抗酸菌症、肺線維症、睡眠呼吸障害等。神経・筋疾患による呼吸障害を含 
む。以下、慢性呼吸器疾患と省略する。 

2） 慢性呼吸器疾患の増悪期から回復期にある患者の看護を 5例以上担当した実績
を有すること（入院から退院まで担当した経験、またはそれに準じる内容であるこ
と）。 

3） 現在、慢性呼吸器疾患患者の看護に携わっていることが望ましい。 
慢性心不全 

看護 

1） 通算 3 年以上、心不全患者の多い病棟での看護実績を有すること（その間、外
来、在宅ケア部門での看護実績を含んでよい）。  

2） 心不全の増悪期から回復期にある患者の看護を 5 例以上担当した実績を有する
こと。 

3） 現在、心不全患者の多い病棟或いは外来、在宅ケア部門で勤務していることが望
ましい。 
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 B課程  

特定看護分野の実務研修内容の基準 

（特定の看護分野における看護実績及び教育課程入学時に望まれる勤務状況） 

感染管理 1）  通算 3 年以上、感染管理に関わる活動実績（感染対策委員会、ICT、リンクナース
会等）を有すること。 

2） 感染予防・管理等において自身が実施したケア等の改善実績を１事例以上有する
こと。 

3） 医療関連感染サーベイランス実施における一連の流れを理解していることが望ま
しい。 

4） 現在、医療施設等において、専任または兼任として感染管理に関わる活動に携わ
っていることが望ましい。 

がん放射線 

療法看護 

1） 通算3年以上、がん放射線療法を受けている患者の多い病棟・外来・在宅ケア領
域における看護実績を有すること。 

2） がん放射線療法を受けている患者の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、がん放射線療法を受けている患者の多い病棟・外来で勤務していることが

望ましい。 

がん薬物療法 

看護 

1） 通算3年以上、がん薬物療法を受けている患者の多い病棟・外来・在宅ケア領域
における看護実績を有すること。 

2） がん薬物療法を受けている患者の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） がん薬物療法薬の経静脈投与管理の実績が1例以上あることを必須とする。 
4） 現在、がん薬物療法を受けている患者の多い病棟・外来で勤務していることが望

ましい。 

緩和ケア 1） 通算3年以上、緩和ケアを受ける患者の多い病棟、または在宅ケア領域での看護
実績を有すること。 

2） 緩和ケアを受ける患者を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、緩和ケアを受ける患者の多い病院、または在宅ケア領域で勤務しているこ

とが望ましい。 

クリティカルケア 1） 通算3年以上、クリティカルケア部門（救急・集中治療部門等。ただし、手術室・
NICUは除く）での看護実績を有すること。 

2） 疾病、外傷、手術などにより高度な侵襲を受けた患者の看護を5例以上担当した
実績（生命維持装置（人工呼吸器等）を装着した患者の看護を1例以上含む）を有
すること。 

3） 現在、クリティカルケア部門で勤務していることが望ましい。 
4） 救急蘇生（二次救命処置等）に関する知識・技術を有することが望ましい。 

呼吸器疾患 

看護 

1） 通算3年以上、呼吸障害注）を持つ患者が多い部署での看護実績を有すること。 
注：COPD、間質性肺炎、肺がん、気管支喘息、気管支拡張症、肺結核後遺症、 
非結核性抗酸菌症、肺繊維症、睡眠呼吸障害等、神経・筋疾患による呼吸障 
害を含む。以下、呼吸障害と省略する。 

2） 呼吸障害のある患者の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、呼吸障害を持つ患者の看護に携わっていることが望ましい。 

在宅ケア 1） 通算3年以上、在宅ケア領域での看護実績を有すること。 
2） 医療依存度の高い患者の在宅における看護（在宅療養移行支援含む）を5例以上

担当した実績を有すること。 
3） 現在、在宅ケアに携わっていることが望ましい。 
4） 気管カニューレ管理、胃ろうカテーテル・腸ろうカテーテル・胃ろうボタン管理、褥瘡

又は慢性創傷管理、輸液管理の知識・技術を有していることが望ましい。 

手術看護 1） 通算3年以上、手術看護分野での看護実績を有すること。 
2） 手術看護における器械出し看護師及び外回り看護師としての実績を5例以上有す

ること。 
3） 現在、手術室で勤務していることが望ましい。 
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 B課程  

特定看護分野の実務研修内容の基準 

（特定の看護分野における看護実績及び教育課程入学時に望まれる勤務状況） 

小児プライマリ

ケア 

1） 通算3年以上、小児看護分野または救急看護分野での看護実績を有すること。 
2） 小児患者・家族の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 人工呼吸器及び気管カニューレを装着している小児の看護を経験していることが

望ましい。 
4） 現在、小児の看護に携わっていることが望ましい。 

新生児集中 

ケア 

1） 通算3年以上、新生児集中ケア部門での看護実績を有すること。 
2） ハイリスク新生児の生後1週間以内における集中ケア及び親・家族の看護を5例以

上担当した実績（ハイリスク新生児の退院支援を1例以上含む）を有すること。 
3） 現在、ハイリスク新生児のケアを行う部門で勤務していることが望ましい。 
4） 新生児の蘇生に関する知識・技術を有することが望ましい。 

心不全看護 1） 通算3年以上、心不全患者の多い病棟での看護実績を有すること（その間、外来、
在宅ケア部門での看護実績を含んでよい）。 

2） 心不全の増悪期から回復期にある患者の看護を5例以上担当した実績を有するこ
と。 

3） 現在、心不全患者の多い病棟或いは外来、在宅ケア部門で勤務していることが望
ましい。 

4） 救急蘇生（二次救命処置等）に関する知識・技術を有することが望ましい。 

腎不全看護 1） 通算3年以上、腎不全看護分野での看護実績を有すること。 
2） 腎不全患者・家族への看護を5例以上担当した実績（透析導入期または維持期の

血液透析患者の看護を1例以上含む）を有すること。 
3） 現在、腎不全患者の多い部門で勤務していることが望ましい。 

生殖看護 1） 通算3年以上、生殖看護領域での看護実績を有すること。 
2） 性と生殖の健康に困難な課題及びリスクのある個人、家族への看護を5例以上担

当した実績（不妊症患者の看護を1例以上含む）を有すること。 
3） 現在、生殖看護に関連する病棟・外来等で勤務していることが望ましい。 

摂食嚥下障害

看護 

1） 通算3年以上、摂食嚥下障害患者が多い保健医療福祉施設、または在宅ケア領
域での看護実績を有すること。 

2） 摂食嚥下障害患者を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、摂食嚥下障害患者の看護に携わっていることが望ましい。 

糖尿病看護 1） 通算3年以上、糖尿病患者の多い病棟、または外来・在宅ケア領域での看護実績
を有すること。 

2） インスリン療法を行っている糖尿病患者または糖尿病合併症を有する患者の看護
を、合わせて5例※以上担当した実績（外来または在宅ケア領域での療養支援を1
例以上含む）を有すること。 

3） 現在、糖尿病患者の多い病棟・外来・在宅ケア領域で勤務していることが望まし
い。 

4） 糖尿病および糖尿病療養支援に関する知識を有し、糖尿病教室や公開講座など
の患者教育を実施した実績があることが望ましい。 

※10例以上の経験があることが望ましい。ただし、教育課程への提出事例は5例でよ 
い。 

乳がん看護 1） 通算3年以上、乳がん患者の多い病棟または外来等での看護実績を有すること。 
2） 乳がん患者の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、乳がん患者の看護に携わっていることが望ましい。 
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 B課程  

特定看護分野の実務研修内容の基準 

（特定の看護分野における看護実績及び教育課程入学時に望まれる勤務状況） 

認知症看護 1） 通算3年以上、認知症の人の多い施設（在宅ケア領域を含む）での看護実績を有
すること。 

2） 認知症の人の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、認知症の人の多い医療・福祉施設（在宅ケア領域を含む）等で認知症の人

の看護実践に携わっていることが望ましい。 

脳卒中看護 1） 通算3年以上、脳卒中患者の多い部署での看護実績を有すること。 
2） 脳卒中患者の看護を5例以上担当した実績を有すること。 
3） 現在、脳卒中患者の多い施設等で勤務していることが望ましい。 

皮膚・排泄ケア 1） 通算3年以上、皮膚・排泄ケア領域における看護実績を有すること。 
2） 皮膚・排泄ケア領域における看護を5例以上担当した実績を有すること。ただし、創

傷、ストーマ、排泄管理の事例を各1例以上含むこと。 
3） 現在、皮膚・排泄ケア領域における看護を行う臨床現場に勤務していることが望ま

しい。 
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公益社団法人日本看護協会 認定看護師制度規程 

 

第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 公益社団法人日本看護協会（以下「本会」という。）が実施する認定看護師制度は、特定の看護 

分野における熟練した看護技術及び知識を用いて、あらゆる場で看護を必要とする対象に、水準の高 

い看護実践のできる認定看護師を社会に送り出すことにより、看護ケアの広がりと質の向上を図ること 

を目的とする。 

２ この規程は、本会が実施する認定看護師制度について、必要な事項を定める。 

 

第２章 定 義 

 

（認定看護分野） 

第２条 認定看護分野とは、保健、医療及び福祉の現場において、熟練した看護技術及び知識を必要 

とする看護分野として、認定看護師制度委員会における審議を経て理事会において別表に定めたも 

のをいう。 

２ 前項の認定看護師制度委員会における審議は、会長の諮問により行う。 

３ 認定看護分野は、次に掲げる基準に適合していなければならない。 

（１）独自の看護知識及び技術を必要とすること 

（２）看護実践経験の積み重ねのみでは修得しがたい、高い臨床推論力と病態判断力に基づく特定 

の知識及び技術を必要とすること 

４ 前項各号における知識及び技術については、他の看護分野との重なりがあったとしても、認定看護 

分野として認めることができるものとする。 

 

（認定看護師教育機関） 

第３条 認定看護師教育機関とは、認定看護師を養成するために必要な基準を満たしているとして、本 

会の認定を受けた教育機関をいう。 

 

（認定看護師） 

第４条 認定看護師とは、ある特定の認定看護分野において、熟練した看護技術と知識を有する者とし 

て、本会の認定を受けた看護師をいう。 

２ 認定看護師が果たすべき役割は、次に掲げるとおりとする。 

（１）特定の看護分野において、個人、家族及び集団に対して、高い臨床推論力と病態判断力に基づ 

き、熟練した看護技術及び知識を用いて水準の高い看護を実践する。（実践） 

（２）特定の看護分野において、看護実践を通して看護職に対し指導を行う。（指導） 

（３）特定の看護分野において、看護職等に対しコンサルテーションを行う。（相談） 

３ 認定看護師は、前項で定める役割を果たすため、自ら進んでその能力の開発及び向上を図り、これ 

を看護業務に発揮するよう努めなければならない。 

 

第３章 認定看護師制度委員会 

 

（設置） 

第５条 会長の諮問機関として、認定看護師制度委員会（以下「制度委員会」という。）を設置する。制度 

委員会に対する諮問事項は、次に掲げるとおりとする。 
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（１）認定看護師制度の実施及び改善のための検討 

（２）認定看護分野の特定に関する審議 

（３）その他会長が諮問した事項 

 

（構成） 

第６条 制度委員会は、委員１０人程度で組織する。 

２ 制度委員会の委員は、理事会が選任する。任期中の委員の変更については、常務理事会が決定 

し、理事会において書面にて報告をする。 

 

（任期） 

第７条 制度委員会の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、選任後６年を越えて就任するこ 

とはできないものとする。 

２ 前任者の死亡又は辞任等により前任者の任期途中で就任した委員については、前任者の任期の残 

存期間を任期とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第８条 制度委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、会務を総括する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代行する。 

 

（会議） 

第９条 制度委員会は、必要に応じ、委員長が招集する。 

２ 委員長は、制度委員会を招集しようとするときは、委員に対し、開催日の１週間前までに、書面等に 

より日時、場所及び議題その他必要な事項を通知しなければならない。 

３ 制度委員会の決議は、委員の過半数が出席し、その過半数をもって決する。 

４ 制度委員会は、原則として非公開とする。 

５ 委員長は、必要と認めたときは制度委員会に諮り、参考人に会議への出席を求め、資料の提供、意 

見の開陳、説明その他必要な協力を求めることができる。 

 

（議事録の作成及び審議結果の報告） 

第１０条 制度委員会の議事については、その経過及びその結果を記載した議事録を作成するものとす 

る。 

２ 前項の議事録は、原則として非公開とする。 

３ 制度委員会は、審議の概要及びその結果を総会に報告しなければならない。 

 

第４章 審査会及びワーキンググループ 

 

（設置） 

第１１条 認定看護師制度を運営するにあたり、有識者により構成される審査会を設置する。 

２ 前項の審査会は、次に掲げるとおり区分する。 

（１）教育機関に対する審査等の実施及び認定等の可否の決定その他これらについて必要な事項を 

行う認定看護師教育機関審査会 

（２）看護師に対する審査等の実施及び合否の決定その他看護師の認定等に必要な事項を行う認定 

看護師審査会 
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（構成） 

第１２条 認定看護師教育機関審査会は、１０人程度の構成員で組織する。 

２ 認定看護師審査会は、認定看護分野ごとに選任された者により組織する。 

３ 審査会の構成員は、理事会が選任する。任期中の構成員の変更については、常務理事会が決定 

し、理事会において書面にて報告をする。 

４ 審査会の構成員の氏名は、在任中非公開とする。 

 

（任期） 

第１３条 審査会の構成員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、選任後６年を越えて就任すること

はできないものとする。 

２ 前任者の死亡又は辞任等により前任者の任期途中で就任した構成員については、前任者の任期の 

残存期間を任期とする。 

 

（議長及び副議長） 

第１４条 審査会には、議長及び副議長を置く。 

２ 議長及び副議長は、構成員の互選により選出する。 

３ 議長は、会務を総括する。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代行する。 

 

（会議） 

第１５条 審査会は、必要に応じ、議長が招集する。 

２ 審査会の決議は、構成員の過半数が出席し、出席者の３分の２以上をもって決する。 

３ 審査会は、非公開とする。 

 

（議事録の作成及び審議結果の報告） 

第１６条 審査会の議事については、その経過及びその結果を記載した議事録を作成するものとする。 

２ 前項の議事録は、非公開とする。 

３ 審査会は、審議の概要及びその結果を会長に報告しなければならない。 

 

（ワーキンググループ） 

第１７条 審査会の業務を補佐するため、審査会の下にワーキンググループを設置する。 

２ ワーキンググループの業務内容は、非公開とする。 

３ ワーキンググループのメンバーは、審査会において有識者から選任し、会長が委嘱する。 

４ ワーキンググループのメンバーの氏名は、在任中非公開とする。 

 

第５章 認定看護師教育機関の認定等 

 

（認定審査の申請） 

第１８条 認定看護師を養成する教育機関は、本会の認定を受けなければならない。 

２ 認定看護師教育機関は、次に掲げるとおり区分する。 

（１）保健師助産師看護師法第３７条の２に規定されている特定行為研修（以下「特定行為研修」とい 

う。）を教育課程に組み込んでいない認定看護師教育機関（以下「Ａ課程認定看護師教育機関」 

という。） 

（２）特定行為研修を教育課程に組み込んでいる認定看護師教育機関（以下「Ｂ課程認定看護師 

教育機関」という。） 
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３ 教育機関が本会の認定を受けようとする場合には、認定看護師教育機関審査会に対し、申請書及 

び添付資料その他の認定看護師教育機関審査会が定める書類等（以下この章において「申請書 

等」という。）を認定看護分野ごとに提出し、認定看護師教育機関審査会が毎年１回実施する審査を 

受けなければならない。 

４ 教育機関が申請することができる認定看護分野は、別表で定めるとおりとする。 

５ 第３項の審査を受ける教育機関は、理事会が別に定める審査料を納入しなければならない。会長 

は、理事会が要件等を定めている場合には、要件等を満たしている教育機関の審査料を減免す 

ることができる。 

 

（審査要件） 

第１９条 認定看護師教育機関に関する審査要件は、次に掲げるとおりとする。ただし、Ａ課程認定看護 

師教育機関については、第７号は適用しないものとする。 

（１）教育理念及び教育目的に関する事項 

（２）カリキュラムに関する事項 

（３）入学要件及び修了要件に関する事項 

（４）教員の資格及び配置に関する事項 

（５）入試委員会及び教員会など協議機関に関する事項 

（６）教育及び実習施設など学習環境に関する事項 

（７）特定行為研修指定研修機関に関する事項 

（８）収支に関する事項 

２ 前項各号における審査要件の具体的内容については、常務理事会において別に定めるものとする。 

 

（認定） 

第２０条 認定看護師教育機関審査会は、前条で定める要件を満たしている教育機関について、認定 

看護師教育機関として認定する。 

２ 認定看護師教育機関審査会は、認定看護師教育機関として認定した教育機関を会長に報告する。 

３ 認定看護師教育機関として認定を受けた教育機関は、理事会が別に定める認定料を納入しなけれ 

ばならない。会長は、理事会が要件等を定めている場合には、要件等を満たしている教育機関の認 

定料を減免することができる。 

４ 認定看護師教育機関として認定を受けた教育機関が前項の認定料を納入した場合には、会長は、 

当該教育機関を認定看護師教育機関名簿に登録し、公式ホームページにおいて公表する。認定看 

護師教育機関名簿に関しては、次に掲げるとおりとする。 

（１）認定看護師教育機関名簿は、Ａ課程認定看護師教育機関及びＢ課程認定看護師教育機関ごと 

に作成する。 

（２）２０１９年７月１４日までに資格を取得した認定看護師教育機関については、２０１９年７月１５日付 

けでＡ課程認定看護師教育機関名簿に登録する。 

５ 認定看護師教育機関としての資格は、会長が認定看護師教育機関名簿に登録した日（以下この章 

において「名簿登録日」という。）から取得する。 

６ 前項で定める資格の有効期間は、名簿登録日から７年経過した日が属する年度末までとする。 

 

（認定証） 

第２１条 会長は、認定看護師教育機関名簿に登録した認定看護師教育機関に対して、認定証を交付 

する。 

 

（認定確認） 

第２２条 認定看護師教育機関は、第１９条で定めた要件を満たしていることについて、教育課程開講 

の翌年度に認定看護師教育機関審査会の確認（以下「認定確認」という。）を受けなければならない。 
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２ 認定看護師教育機関が認定確認を受けようとする場合には、認定看護師教育機関審査会に対し、 

申請書等を認定看護分野ごとに提出しなければならない。 

３ 認定確認を受ける認定看護師教育機関は、理事会が別に定める申請料を納入しなければならな 

い。会長は、理事会が要件等を定めている場合には、当該要件等を満たしている認定看護師教育 

機関の申請料を減免することができる。 

４ 認定確認は、書類の確認及び実地調査その他の認定看護師教育機関審査会が定める方法により行

う。 

５ 認定看護師教育機関審査会は、認定確認の結果を会長に報告する。 

 

（認定更新） 

第２３条 資格の有効期間が満了する認定看護師教育機関は、期間満了前に資格の更新（以下「認定 

更新」という。）を受けなければならない。 

２ 認定看護師教育機関が認定更新を受けようとする場合には、認定看護師教育機関審査会に対し、申

請書等を認定看護分野ごとに提出しなければならない。 

３ 認定更新を申請する認定看護師教育機関は、理事会が別に定める審査料を納入しなければならな 

い。会長は、理事会が要件等を定めている場合には、当該要件等を満たしている認定看護師教育 

機関の審査料を減免することができる。 

４ 認定看護師教育機関の認定更新に関する審査は、書類審査及び実地調査その他の認定看護師教 

育機関審査会が定める方法により行う。 

５ 認定看護師教育機関審査会は、前項の審査を実施し、第１９条で定める要件を満たしている認定看 

護師教育機関について、認定更新を認める。 

６ 認定看護師教育機関審査会は、認定更新の結果を会長に報告する。 

７ 認定更新を認められた認定看護師教育機関は、理事会が別に定める認定料を納入しなければなら 

ない。会長は、理事会が要件等を定めている場合には、当該要件等を満たしている認定看護師教 

育機関の認定料を減免することができる。 

８ 認定看護師教育機関が前項の認定料を納入した場合には、会長は、認定看護師教育機関名簿を更 

新するとともに、新たな認定証を交付する。 

 

（教育課程の開講） 

第２４条 認定確認及び認定更新を受けようとする認定看護師教育機関は、各手続における申請時に 

おいて、申請を行おうとする教育課程を開講していなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、認定更新の対象年度に休講を予定している場合には、第２０条第６項で 

定める資格の有効期間を延長することができる。 

３ 前項により資格を延長することができる期間は、認定看護師教育機関審査会が決定する。 

４ 前２項により資格の有効期間の延長を認めた場合には、認定看護師審査会は、延長を認めた教育 

機関及びその期間について会長に報告する。 

 

（資格喪失） 

第２５条 認定看護師教育機関が、次のいずれかに該当する場合には、認定看護師教育機関としての 

資格を喪失する。 

 （１）認定看護師教育機関がその資格を返上したとき 

 （２）認定更新を受けなかったとき 

 

（取消し） 

第２６条 認定看護師教育機関が、次のいずれかに該当する場合には、制度委員会及び認定看護師教 

育機関審査会における審議を経て、会長は認定の取消しその他の必要な処分を行うことができるも 

のとする。 
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（１）偽りその他不正の手段により認定を受けたとき 

（２）第１９条で定めた要件のいずれかを満たさなくなったとき 

（３）認定確認を受けなかったとき 

（４）一定期間開講していないとき 

２ 認定看護師教育機関の認定取消しに必要な事項については、常務理事会において別に定める。 

 

（経過措置） 

第２７条 Ａ課程認定看護師教育機関における認定看護師教育の実施等については、次に掲げるとお 

りとする。 

（１）認定看護師教育は、２０２７年３月末日まで実施する。 

（２）認定審査は、２０２０年３月末日まで実施する。 

（３）認定確認は、２０２２年３月末日まで実施する。 

（４）認定更新は、２０２６年３月末日まで実施する。 

２ 第２０条第６項の規定にかかわらず、Ａ課程認定看護師教育機関における資格の有効期間は、 

２０２７年３月末日までとする。 

 

第６章 認定看護師の認定等 

 

（認定審査の申請） 

第２８条 次に掲げる要件を満たしている者は、認定審査を受けることができる。 

（１）日本国の看護師免許を有すること 

（２）看護師免許を取得後、通算５年以上の実務研修を受けており、そのうち通算３年以上は特定の認 

定看護分野における実務研修であること 

（３）前号の研修については、制度委員会における審議を経て常務理事会が別に定める基準を満たし 

 ていること 

（４）Ａ課程認定看護師教育機関若しくはＢ課程認定看護師教育機関又は外国においてそれらと同等 

 と認められる教育を修了していること 

２ 認定看護師は、次に掲げるとおり区分する。 

（１）Ａ課程認定看護師教育機関を修了した認定看護師（以下「Ａ課程認定看護師」という。） 

（２）Ｂ課程認定看護師教育機関を修了した認定看護師（以下「Ｂ課程認定看護師」という。） 

３ 認定審査を受ける者（以下「受験者」という。）は、認定看護師審査会に対し、申請書及び添付資料そ 

の他の認定看護師審査会が定める書類等（以下この章において「申請書等」という。）を認定看護分 

野ごとに提出しなければならない。 

４ 受験者は、理事会が別に定める審査料を納入しなければならない。 

５ 前項により納入された審査料については、誤って二重に振り込まれた場合その他会長が特別に認め 

る場合を除き返還しないものとし、審査料を返還する場合には、手数料その他返還に必要な費用は 

受験者の負担とする。 

 

（審査） 

第２９条 認定看護師審査会は、受験者に対し毎年１回審査を実施する。 

２ 前項で定める審査において筆記試験を実施した場合には、試験問題について公表する。筆記試験 

問題以外の事項の公表等については、認定看護師審査会が別に定める。 

 

（認定） 

第３０条 認定看護師審査会は、審査に合格した者を認定看護師として認定する。 

２ 認定看護師審査会は、認定看護師として認定した者を会長に報告する。 

３ 認定看護師として認定を受けた者は、理事会が別に定める認定料を納入しなければならない。 
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４ 前項により納入された認定料については、誤って二重に振り込まれた場合その他会長が特別に認め 

る場合を除き返還しないものとし、認定料を返還する場合には、手数料その他返還に必要な費用は 

受験者の負担とする。 

５ 認定看護師として認定を受けた者が第３項の認定料を納入した場合には、会長は、この者を認定看 

護師名簿に登録し、公式ホームページにおいて公表する。認定看護師名簿に関しては、次に掲げる 

とおりとする。 

（１）認定看護師名簿は、Ａ課程認定看護師及びＢ課程認定看護師ごとに作成する。 

（２）２０１９年７月１４日までに資格を取得した認定看護師については、２０１９年７月１５日付でＡ課程 

認定看護師名簿に登録する。 

（３）特定行為研修を修了した者が、Ａ課程認定看護師教育機関を修了し認定看護師となった場合に 

は、第２８条第２項の規定にかかわらず、Ｂ課程認定看護師名簿に登録する。 

（４）Ｂ課程認定看護師名簿に登録された認定看護師は、特定認定看護師と名乗ることができる。 

６ 認定看護師としての資格は、会長が認定看護師名簿に登録した日（以下この章において「名簿登録 

日」という。）から取得する。 

７ 前項で定める資格の有効期間は、名簿登録日から５年経過した日が属する年の１２月末日までとす

る。 

 

（認定証） 

第３１条 会長は、認定看護師名簿に登録した認定看護師に対して、認定証を交付する。 

 

（認定更新） 

第３２条 認定看護師は、その能力の維持向上を図るため、資格の有効期間満了前に認定更新を受け 

なければならない。ただし、認定看護師審査会が病気その他やむを得ない理由があると認める者に 

ついては、最大で３回まで第３０条第７項で定める資格の有効期間を１年間延長することができる。 

２ 前項但書により資格の有効期間の延長を認めた場合には、認定看護師審査会は、延長を認めた者 

を会長に報告する。 

３ 第１項の認定更新を受けるには、次に掲げる要件を満たしていなければならない。 

（１）申請時において、認定看護師であること 

（２）申請時において過去５年間に看護実践及び自己研鑽の実績があること 

（３）前号の実績に関する事項については、制度委員会における審議を経て常務理事会が別に定め 

る。 

４ 認定更新を受けようとする認定看護師は、認定看護師審査会に対し、申請書等を認定看護分野ごと 

に提出しなければならない。 

５ 認定更新を申請する認定看護師は、理事会が別に定める審査料を納入しなければならない。 

６ 前項により納入された審査料については、誤って二重に振り込まれた場合その他会長が特別に認め 

る場合を除き返還しないものとし、審査料を返還する場合には、手数料その他返還に必要な費用は 

納入者である認定看護師の負担とする。 

 

（認定更新の審査等） 

第３３条 認定更新に関する審査は、毎年１回実施する。 

２ 認定看護師審査会は、審査を経て認定看護師の認定更新を認めるものとする。 

３ 認定看護師審査会は、認定更新を認めた者を会長に報告する。 

４ 認定更新が認められた認定看護師は、理事会が別に定める認定料を納入しなければならない。 

５ 前項により納入された認定料については、誤って二重に振り込まれた場合その他会長が特別に認め 

る場合を除き返還しないものとし、認定料を返還する場合には、手数料その他返還に必要な費用は 

納入者である認定看護師の負担とする。 
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６ 認定看護師が第４項の認定料を納入した場合には、会長は、認定看護師名簿を更新するとともに、 

新たな認定証を交付する。 

 

（資格喪失） 

第３４条 認定看護師が、次のいずれかに該当する場合には、認定看護師の資格を喪失する。 

（１）認定看護師の資格を辞退したとき 

（２）日本国の看護師免許を失ったとき 

（３）認定更新を受けなかったとき 

 

（取消し） 

第３５条 認定看護師としてふさわしくない行為があった場合には、制度委員会及び認定看護師審査会 

における審議を経て、会長は認定の取消しその他必要な処分を行うことができるものとする。 

２ 前項に定める必要な処分に関する手続きについては、常務理事会が別に定める。 

 

（再認定） 

第３６条 ２０２１年３月末日までにＡ課程認定看護師名簿に登録している認定看護師が、資格の喪失後 

に再び認定を受けようとする場合には、審査等について認定更新に関する規定（資格要件のうち認定 

看護師であることを除く。）を準用する。この場合において、「認定更新」とあるのは「再認定」と読み替 

えるものとする。 

２ 前項の規定は、２０２１年４月以降に初めてＡ課程認定看護師名簿に登録する認定看護師、及び 

Ｂ課程認定看護師名簿に登録する認定看護師については、適用しないものとする。 

 

（経過措置） 

第３７条 Ａ課程認定看護師名簿に登録しようとする者に対する認定審査は、２０３０年３月末日まで実 

施する。 

 

（移行措置） 

第３８条 Ａ課程認定看護師名簿に登録している認定看護師は、特定行為研修を修了した後、届出の提 

出その他会長が定める事務手続を完了することにより、Ｂ課程認定看護師名簿に移行することがで 

きる。 

２ 前項で定める事務手続においては、理事会で定める実費相当額を徴収する。 

 

第３９条 Ｂ課程認定看護師名簿へ移行した場合における最初の認定更新をすべき時期については、 

移行前に認定更新を予定していた時期とする。 

２ Ｂ課程認定看護師名簿へ移行した場合における最初の認定更新において、資格の有効期間内にＡ 

課程認定看護師として活動した期間がある場合には、当該期間についても第３２条第３項第２号の 

要件を満たしているかを判断する際の実績とする。 

 

第７章 雑 則 

 

（制度の見直し） 

第４０条 本会は、認定看護師制度の運用等について、原則として５年ごとに必要な見直しを行うものと 

する。 

 

（補則） 

第４１条 この規程に定めるもののほか、認定看護師制度の実施に必要な事項は、常務理事会におい 

て別に定める。 
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（改正） 

第４２条 この規程における変更は、理事会の決議により行われなければならない。 

 

 

附 則 

 

１ この規則は、平成７年１１月１０日から施行する。 

１ この規則は、平成９年１０月２５日改正 

（第１１条第２項を追加） 

１ この規則は、平成１２年１１月２４日改正 

１ この規則は、平成１５年５月２０日改正 

 （保健婦及び保健士を保健師、助産婦を助産師、看護婦及び看護士を看護師に変更） 

１ この規則は、平成１６年２月６日改正 

 （第２０条第１項第３号 申請資格をもつ教育機関の改正） 

１ この規則は、平成１７年２月４日改正 

 （第６章第３節第２４条を改正） 

 （権限委譲先の明記及び正式名の記載等の改正） 

１ この規則は、平成１９年４月２０日改正 

 （第２２条を改正） 

 （実務経験、経験を実務研修に変更し、条文整理） 

１ この規則は、平成１９年１１月１５日改正 

（第５章に第１節教育機関の審査と認定、第２節教育機関の認定更新を追加） 

（第１１条に第３項から第１０項を追加し、審査料と認定確認及び有効期間の記載等の改正） 

（第１２条を認定看護師教育機関認定の取消しに改正し、条文整理） 

（第１３条を認定更新の条項に改正） 

１ この規則は、平成２０年５月１９日改正 

（第１１条７項・第２７条第３項「協会ニュース」を「公式ホームページ」に変更） 

１ この規則は、平成２１年２月６日改正 

（第１５条 再認定を追加） 

（第３２条３号を追加） 

（第９章「認定看護師の再認定」第３４条を追加し、以下章と条文を繰下げ） 

１ この規程は、平成２３年５月１６日から施行し、各規定は平成２３年４月１日から適用する。 

１  この規程は、平成２４年７月２６日から施行する。 

（第２２条１号、２号、第３０条１号、第３２条４号「保健師、助産師及び看護師のいずれかの免許」を「看護

師免許」に変更） 

１ この規程は、平成２６年２月２８日から施行する。 

（第３３条「認定を取消す等必要な処分を行うことができる」に変更、２号「前項に定める必要な処分に関

する手続きについては別途定める」を追加） 

（第３５条「この規程は、制度委員会の審議を経て、理事会の決議により変更ができる」に変更） 

１ この規程は、平成２７年１月２６日から施行する。 

１ この規程は、２０１９年２月２１日に改正し、２０１９年７月１５日に施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず、Ｂ課程認定看護師教育機関における認定看護師教育の実施等について 

は、次に掲げるとおりとする。 

（１）最初の認定審査は、２０１９年４月以降に実施する。 

（２）認定看護師教育は、２０２０年４月から実施する。 

３ 第１項の規定にかかわらず、Ａ課程認定看護師教育機関を修了した認定看護師のＢ課程認定看護 

師名簿への移行等（第３０条第５項第３号の場合を含む。）は、２０２１年４月以降に開始する。 
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４ 第１項の規定にかかわらず、Ｂ課程認定看護師教育機関を修了した者に対する認定審査は、２０２１ 

年４月以降に開始する。 

１ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大の影響による特別措置として、２０２０年９月２５日から、 

本項から第４項までの規定を施行する。 

２ 第３０条第７項の規定にかかわらず、有効期間を２０２０年１２月末日までとされた資格については、そ

の有効期間を２０２１年３月末日までとする。 

３ 第３０条第７項の規定にかかわらず、２０２１年１月１日から同年３月末日までの間に名簿に登録された

者の資格の有効期間は、２０２５年１２月末日までとする。 

４ 第３２条第１項ただし書の規定にかかわらず、２０２１年３月に有効期間の延長が認められた者の資格

については、その有効期間を２０２１年１２月末日までとする。



 

 



 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 31回 認定看護師（CN）認定審査 

『認定の手引き』 

 

（禁無断複製） 


